





牌かつ波及的に定着 していった｣(池 EEIL9 )ことは間違いない｡事実､本稿で詳しく見るように､古47145:59
代の城市避跡 (図 1)から出土した仏像､経典などを見ても､様々な仏教が存在 していたことは疑いようが
ないことである｡
それでは､そうした様々な仏教が今日のような上座仏教に統一されていくのはいつのことであろうか?




の研究者が疑問を提出している (Th nl9Tuan )87 ｡そして､伊東は､パガン朝の時代に上座仏教が確立したこ
と自体を疑う新 しい説を提示し､ミャンマーの仏教史の問題にとどまらず､ミャンマーの歴史における王権







文化を ｢文明化｣したというのは植民地時代に作られた幻想 (これを彼は MonP Tlと呼ぶ)にすぎな
n-ngいと主張し､下ビルマにおけるモン文化の存在自体を疑う説を提示 して論争をひき起こしている (Åu Thwi















ニンダーイー (テナセ リム)地方については､別紙で検討 していくこととしたい｡
itrayahkaye (シュリークシエー トラ 【seraKSir )遺跡 0(3-1C.)個 )2タイエーキックヤーTh












a igyaw ･パゴダ､アーチ構造を持つノトぶりな寺院ペーペー 









ビューの城市遺跡に共通して見られる､火葬 した人骨が納められた骨壷､銀貨 (片面が玉座 
ST trvasa
htad iapdaBh
もしくは旭日など､もう一面にシュリーグァッサ )などが打刻) (図 4､5 ､指跡紋つき煉瓦 )(図 6､
チン ･ビー ズなどが出土しているほか､仏教､ヒン ドゥー 教などの宗教遺物も多く出土しているが､この避
跡の出土遺物で注目すべきは､巨石文化をしのばせる多くの迫物である｡土器製の骨壷も多く出土している























































5cm0*1 下記の舎利容器のカバー ?､ス トクー パのレリー フ 































仏坐像 (金) ( e1 )aJ:p.
5
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 3l) (図 9 






























































2アナンタ龍の上に横たわるウイシュヌ Vi印uA S itnanaayn(石) ( el9Luc )0l5:p.58 (図 1) 
4+3 8cm6.9.
村)NgaS 'inh Gan (Mahtaw





















8 ) (図 1)552-42:99e19Luc(
ビュー後期の曲型的な鳩仏 




菩薩立像) ( e19LucTara( 06a,
l5:p.







 ) (図 158
宝冠仏 hadBduitupa ､T eracwinMi 一 (双神変) 
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誕生図 (石彫) ( e1
ailJK
9Luc














8 ) (図 1) 
cm16,43.3 +2 'll 結肘鉄坐




仏坐像と弥勘菩薩像 (石彫) ( eI
9Luc(双神変)図 ? (石彫) ( e1 )d7
l4:p,
5














Ny nmo d (KhnB Go






) (図 2) 
9cm+9106+.4
9°Lu噂仏の鋳型 (ブロンズ) ( eI 45a
l5:p.
5




仏1乍傑 (ブロンズ) ( e]9
Luc










仏坐像 (ブロンズ) ( e19
Luc





































































































 ) (図 3
)
半軌鉄坐､頭部欠高さ 57cm





で記されている｡｢ manが､彼と弟 Takiiarv maとの問に､平和､友好関ajtasyanu( )H












 ) (図 3)



































































































弥靭 ?頭部 (ブロンズ) ( e19
Luc

















































 ､S ∫akGi Iryav maの親族 (?)､死亡 7















65cm.高さ 9 ､周径 21

､41才 7カ月 9日で死亡 高さ 9 ､周径 2l











0年 71)の第 2月 4日､S融a 
,の盛､ビュー文字 8行､間にブラフミ一文字､未解読
ma､4 4才 9カ月 20日で死亡
やや小型の骨壷 9
Luc
(a.の近くで発見､土器製 ? ) ( e1 l8:p.
5
8















































グィシュヌ 日常､ガルーダの上に乗る ラクシュミ一 二倍､蓮華座 



































紀にかけて､パー リ仏典を中心とする仏教が侶仰されており､また､菩薩や ヒン ドゥー神像も出土すること




Ma gDiパゴダ､城郭の存在が確認されているカービン K 過跡などがあるoinlbaJ











( m, m, m) (図 4､4 ､4
) 
























東経 905′) ( nWi
燃燈仏?Di 7世紀､アマ-ラヴァティー様式 ? 

















































5年 7月 I2日､僧院の敷地内から出土 2体 
it僧院 





k0bneKa 村 の東約 1 m) Hs



















































































パーリ語碑文 (モン文字) ん1 hadidru (アノーヤタ-)の奉献 
Ma gDi 近くの水田 











Ky kBaの北 4 . m)( e1





































対岸のダラ Hnhan (シリアム iaSTy m)は､晦-の玄関口として栄えていた. 
leTeagasena mp 跡NTd laagae 9
Luc
k3




















































( Cの解体) 寺院の名前 N5 ､僧侶の名 t







噂仏 (テラコッタ) 舎衛城の奇跡 (図 6
)
8
嘩仏 (テラコッタ) 上部に寝釈迦 (図 6
) 
iaKy kD
四仏坐像 (金) 舎利容器の中に収納､細長いス トクーパの四面に仏像が刻まれている




























 盤面にパー リ語の帰依文 )0
- 53-
テラコッタ) 6 4◆c ( )埼仏 ( 1.5+ll.1.3m 図 71




坤仏 ( L.I4 25m 上部に寝釈迦 ( 3
テラコッタ) 9 '[' .c 図 7)

鳩仏 ( ll4'76 25m 凶 7)
テラコッタ) . .' .c ( 4

埼仏 ( シュリークシェ- トラの Mynau出土の樽仏に類似 図 7)
テラコッタ) ibh ( 5












古/( (ue18:I7e,7ゴー城市 Lc 95p.6f8)

仏.-_':俊 ブロンズ) 7 . m 鬼城壁の内側の傾斜地の池から発見 ( 7
1[. ( 23'76c 図 7)

仏 頭部 (テラコッタ) クメール様式 発見地は同上 (図 78)

石板 レリーフ (山-b) na a a ( 9 0






テラコッタ板 ( 5c 14c パゴダのI内側基壇 図 8､8 ､8)
円形浮彫) 1m四方､厚さ 1. m r ( 1 2 3




Naa nThi N相aaaSma LJel8:Z813 バゴーの南 8m)gwu en( vn T )(tC 95P.28) ( k

仏立像 (砂岩) 全高約 2m *60*33cm ブッダ左足の足下に象 (図 85)





ナ､ウッタラ両長老が渡来したとされるスグ7ンナプ-ミSua btmi(v叩 ahi 金地国)の地に比定されることが
多い｡ しかし､ 10世紀以前のものと考えられる考軒地物はあまり多くなく､また碑文をはじめとする文字史
料もほとんどなく､漢籍などの外国史料の伝える情報も限られているため,パガン時代以前の歴史は､ほと
んど不明の状態であった｡ しか し､ 1980年代以降､航空写兵による城市遺跡の発見､現地調査による城郭､ 








しつつ､2 01日 2年に行った現地踏査 (サンウイン氏の案内による)の結果もふまえて､主な遺跡と遺物につ
いて紹介する｡
この地域の城市辿跡は､いずれも､石､煉瓦､ラテライ トなどで補強された 2重､3重の城郭を持つが､
その形は､伊東の分類によると､a .楕円に近い形 (チャイカター)､b .山を背､海側に扇形に広がる形 (ウイ




城郭)を除く泌跡で確認されている (図 87)が､ヤカインのウェ-ダー リー などの古代城市でも確認されて
いるので､これはビューの影響と考えるよりも､パガン以前のミャンマーにかなり広い範関に共通する建築
文化が存在 したことを示すものと考えられる｡また､このタイプのレンガはミャンマー地域のみならず､東
のチャオプラヤー流域の ドグァ-ラヴァティー時代の追跡からも出土している (伊東 200Ia)ので､東南ア
ジア大陸部西部における共通の文化の存在を考えてもいいかもしれないo
また､銀貨も､ . rvtaであるが､その癖面は法螺貝 図面はビューのものと同じでシュリー ヴァッサ 皇Tas (
88 aah)もしくは K lt云聖水壷で､ビューのものとは異なっている｡むしろ､レンガ同様に､ドグァ-ラヴァテ
ィーの銀貨との親近性が強く､東との交流の深さがうかがえる (伊東 200Ia)｡
チャイカターKy akah 6.- C? Mor20; 94SnWi 96ikta(C? 8.)( oe07伊東 19;a n18)この地域では最大の城市追
跡で､ラテライ トや煉瓦を利用した外城郭と内城郭が確終されている (図 89､9 0､91､9 2)｡外城
郭は､東側は二E i. 問は 1mの濠)で､東西 24m､南北 08J､周開 72mの広さを有し､現存･:( 5 .k ,kn .k




とも呼ばれる)八角形の基境を持つパゴダがあるが､当時のものかは不明｡ Ⅰ 981年のフィール ド調

査の後､1 986-98､2 000年に､7カ所の発析調査が行われている (KKTト7 )0

煉瓦建築祉 KKT l(住居地 ;大部屋 3､小卸屋 9) (伊東 1994)

童に入った大小の銀鈴 大銀貨 832､小銀貨 42､大銀貨破片 109ほか










タイカラーTakaa アイェ-テーマ Aette ､ na Mor20; 94SmWiikl地方( y hmaウインーカ wik)( oe07伊東 19;a n 
1986;MyinlAung I999) それぞれ､ケラータ Kelasa丘陵の北北西､北西の産に位置し (図 97)､
アイェ-テーマ城市は､丘陵から張り出した小山に挟まれた部分の南と北を城郭でふさいでいて､
全体として台形状で､南の城壁は二重で､高さ 6m､内側は 90m､外側は 210mの城壁が確認されて
いる｡北の城壁も二番で､高さ 8m､内側､外側とも 60 2.-1c?)0mが現存 しているOウイン-カ (C? l.
では､村の繭に突き出た丘の北側に沿って､高さ 4,m 頭部 345 55 ( -.m､基底部 1m)の煉瓦城郭が
シッタウン河の岸まで伸びている｡それは､山側では､丘の斜面に沿って 3b¶ほど石垣が半月形に






思われる僧院跡 (wK l)､ビーズ (wK2)､埠仏 (wK6)などが出土している.




wK2,, ( oe a n20; itug19; oe071846および表面採集 Mor& SnWi 07MynAn 99Mor20:9)
樽仏 (テラコッタ)の破片 (完晶も含む)13L個 
wK6の 4個はモン文字の刻文が刻まれており､そのうち 2個は､台座部分に四行の文字 ナ
コンパ トムのモン碑文 (6C.)に類似 ? (MyintAung1999:52-53) 
wK6および表面採集の各 1個は､後述する KawgunCaveで発見されたものに類似 (団 98) 
(MyintAung1999:40142;Mya196日:pLH7)
ほかに採集場所不明であるが､法螺貝の刻された銀itも発見されている ( 9OL 図 9)
ゾウトウ zohte( oe07Lc 95p.771Sate2 ; 94Sn n18)平行四辺形もlo( Mor20;ue18:l6- ,tdnr011伊東 19;aWi 96
しくはひし形の右半分の部分に/I壷の城郭 東北偶から西南偶までの対角線の距離 .k( ( 16m､如南-
- 56 -
西北 2km)が残っている (図 JOO)｡その西南部に象と馬のレリーフで有名なラテライ トの壁 (高さ 
2.5 0mほど残っている シンダミインダ Hidt idt 図 1 ､1 2 0)
2m)が ]0 ( snaMyna) ( 01 0､1 3oまた､城
郭内のチャイティーサウン ･パゴダに残されている巨大なラテライ トの基壇 (図 104)を見ると､
往時の繁栄ぶりがしのばれるが､考古学的な調査はいまだ行われていない｡
タ トー ン Thao 7. lt)( oe20; 94SnWi 96 モン族の中心都市として繁栄し､ tn (C- o. Mor 07伊東 19;a nl8)
1057年､パガンのアノーヤク-王によって滅ぼされたという事件は有名であるが､その寄実を裏付
ける確実な証拠は何-つ なく､Au gTh nは､" nPrdg "n wi Mo aaim と呼んで､それは後世の年代記の記
述と植民地時代の歴史家の作り出した虚構であるとまで論 じて (ugTh n20)Å n- wi 05､大きな議論を






ダジャー ･パゴダ ThagyaPaya (Luce1985:pI.92) (シュユーザヤン ･パゴダ shweZayanPayaの敷
地内)








噂仏 (図 107)､そのほか GawLeThaからも増仏が発見されている (図 108)

カルヤー二 ･ティン Kay Sm包 ( ue18:l9-5 シュユーザヤン ･パゴダの南)l叫T T Lc 95p.29) (









pl.96ef;Stadtner201日 6 8) (図 109)
 
Kye-tu-yweThaung村 (タ トー ンの東 24km)現在は､タ トー ンの NandawyaKyaungTaik僧院に (Moore 
2007:20り





























































(砂岩レリーフ) ( e1 :
km8
































































































































































1世紀 ?の モン賢碑文 (創建者の名前 ?))02
6
3
0 ) (図 1 
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